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近
年
、
投
票
率
低
迷
の
懸

念
・
危
機
感
が
叫
ば
れ
て
い

る
中
、
先
の
参
議
院
選
挙
、

県
知
事
選
挙
と
も
に
そ
の
投

票
率
は
半
数
を
割
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
投
票
率
の
結
果
を

ど
う
受
け
止
め
た
か
。
ま
た
、

そ
の
啓
発
の
取
り
組
み
は
。

　
　

参
議
院
選
で
は
県
の
平

均
よ
り
や
や
下
回
り
、
県
知

事
選
で
は
若
干
上
回
っ
た
。

年
代
別
の
投
票
率
で
は
10
代

か
ら
30
代
の
若
い
世
代
の
投

票
率
が
平
均
を
下
回
り
、
こ

れ
ら
世
代
の
投
票
率
向
上
が

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
、
今

回
の
県
知
事
選
か
ら
「
こ
ど

も
投
票
所
」
を
開
設
し
、
好

評
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
浮

き
城
ま
つ
り
や
ス
ー
パ
ー
等

で
啓
発
品
の
配
布
、
防
災
行

政
無
線
に
よ
る
放
送
、
市
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
周

知
の
ほ
か
、
小
中
学
生
に
は
、

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

を
、
高
校
生
に
は
主
権
者
教

育
等
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ

て
い
る
。
な
お
、「
こ
ど
も

議
会
」
の
開
催
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
研
究
し
て
い
く
。

　
　

現
状
に
対
す
る
目
の
前

の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
今

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
に
よ
り
日
曜
日
に
仕
事
や

家
族
で
市
外
へ
旅
行
等
、
投

票
日
当
日
の
投
票
が
厳
し
く

な
り
つ
つ
あ
る
中
、
他
市
で

は
、
複
数
個
所
で
の
期
日
前

投
票
が
可
能
で
あ
る
。
本
市

で
増
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

期
日
前
投
票
が
選
挙
人

の
利
便
性
向
上
に
寄
与
し
て

い
る
こ
と
は
、
近
年
、
期
日

前
投
票
者
数
の
増
加
か
ら
も

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
人

的
確
保
・
経
費
の
面
等
々
を

鑑
み
、
適
正
な
設
置
と
予
算

措
置
を
検
討
し
て
い
く
。

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

　
　

本
市
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
啓

発
に
対
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
や
「
総
合
振
興
計

画
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

反
映
等
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

前
向
き
に
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

問

問問

答

答答

投票率の向上

期
日
前
投
票
所
増
設
ほ
か
、

   
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

田　

中　

和　

美

（
公
明
党
）

　
　

国
土
交
通
省
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
に
よ
り
、

行
田
市
内
の
洪
水
時
の
浸
水

想
定
も
改
訂
さ
れ
た
。
改
訂

前
と
比
べ
、
市
内
の
ほ
ぼ
全

域
が
浸
水
エ
リ
ア
で
色
付
け

さ
れ
て
お
り
、
浸
水
の
深
さ

は
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら

３
メ
ー
ト
ル
が
大
半
を
占
め

て
い
る
。
利
根
川
が
決
壊
し

た
場
合
に
お
い
て
、
市
内
に

ど
の
よ
う
な
発
生
経
過
、
経

路
、満
水
ま
で
の
時
間
、ま
た
、

氾
濫
水
の
収
束
の
経
路
及
び

時
間
は
ど
の
程
度
に
想
定
さ

れ
る
か
。

　
　

国
土
交
通
省
の
浸
水
ナ

ビ
を
利
用
し
、
利
根
川
を
例

に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る

と
、
本
市
に
お
い
て
は
、
５

カ
所
の
決
壊
箇
所
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
最
も
上
流
ポ
イ

ン
ト
の
福
川
合
流
付
近
が
破

堤
し
た
場
合
、
氾
濫
水
は
市

内
を
南
東
方
向
に
流
れ
な
が

ら
羽
生
、
鴻
巣
方
面
に
広
が

り
、
２
時
間
半
後
に
は
、
市

役
所
に
到
達
す
る
。
６
時
間

後
に
は
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域

が
浸
水
エ
リ
ア
に
な
り
、
市

役
所
の
浸
水
ピ
ー
ク
は
９
時

間
半
後
で
、
そ
の
後
、
県
東

部
を
南
下
し
、
48
時
間
後
に

足
立
区
に
到
達
す
る
と
想
定

さ
れ
る
。
洪
水
の
収
束
に
つ

い
て
は
、
土
地
の
地
理
的
特

性
に
よ
り
多
少
の
違
い
が
あ

る
が
、
到
達
の
早
い
地
点
で

は
12
時
間
以
上
24
時
間
未
満

で
浸
水
し
、
多
く
の
区
域
で

は
24
時
間
以
上
72
時
間
未
満

浸
水
が
継
続
す
る
と
想
定
さ

れ
る
。

　
　

市
長
は
防
災
対
策
に
お

け
る
危
機
管
理
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

平
時
の
危
機
管
理
が
大

変
重
要
で
あ
り
、
自
然
災
害

に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
し
、

被
災
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今

後
に
お
い
て
も
、
市
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
こ
と
を
優

先
に
危
機
管
理
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問

問答

答

防 災 対 策

洪
水
時
の
行
田
市
の

　
　
　
　
　
　
対
応
に
つ
い
て

髙　

澤　

克　

芳

（
み
ら
い
）

学 校 再 編 成

市
内
公
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

の
基
本
方
針
と
再
編
成
計
画

町　

 

田　
　

  

光

（
黎
明
21
）

　
　

本
市
の
児
童
・
生
徒
数

は
昭
和
60
年
を
ピ
ー
ク
に
現

在
は
半
数
以
下
に
減
少
し
て

お
り
、
そ
の
対
策
は
最
重
点

課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ

こ
で
、
本
年
３
月
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
再
編
成
計
画
の

方
針
と
再
編
に
対
す
る
考
え

方
は
。

　
　

平
成
25
年
度
か
ら
小
中

連
携
教
育
の
研
究
を
始
め
、

29
年
度
か
ら
は
小
中
一
貫
教

育
の
実
践
研
究
を
埼
玉
、
太

田
、
見
沼
の
中
学
校
区
で
実

施
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
を

踏
ま
え
、
本
年
３
月
に
は
、

行
田
市
小
中
一
貫
教
育
基
本

方
針
を
策
定
し
、
義
務
教
育

９
年
間
の
系
統
的
な
教
育
に

よ
り
、
学
力
向
上
、
豊
か
な

人
間
性
、
健
や
か
な
心
と
体
、

郷
土
を
愛
す
る
心
の
育
成
に

大
き
な
成
果
を
見
込
む
こ
と

が
で
き
る
小
中
一
貫
教
育
を

全
市
的
に
推
進
す
る
こ
と
と

し
た
。
本
市
と
し
て
は
、
小

中
学
校
の
教
職
員
が
教
育
目

標
や
課
題
を
共
有
し
、
相
互

に
教
育
内
容
や
指
導
方
法
を

学
び
、
指
導
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
で
児
童
・
生
徒
の
学

力
や
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

異
年
齢
集
団
で
の
活
動
を
通

し
て
社
会
性
や
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
な
ど
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
点
か
ら
施
設
一
体
型

の
義
務
教
育
学
校
の
設
置
を

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
地

域
の
児
童
・
生
徒
数
や
施
設

規
模
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

現
状
で
は
見
沼
中
学
校
区
以

外
に
施
設
一
体
型
の
義
務
教

育
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
既
存
の
施
設
を
活

用
し
、
施
設
分
離
型
、
ま
た

は
施
設
隣
接
型
で
成
果
を
上

げ
る
工
夫
を
し
な
が
ら
小
中

一
貫
教
育
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
計
画
は
30
年
先
を
見
据

え
た
も
の
で
、
児
童
・
生
徒

数
や
教
育
施
設
等
、
社
会
環

境
の
変
化
に
応
じ
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答


